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文
楽
界
の
名
手
と
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

地
域
の
伝
統
芸
能
を
学
問
的
体
系
の
も
と
に
学
ぶ

■ 
大
阪
市
立
大
学「
上
方
文
化
講
座
」

今
、「
大
学
」
と
い
う
〝
地
域
資
源
〞
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
大
学
で
は
、「
地
域
貢
献
」を
掲
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
の
あ
り
方
を

模
索
す
る
動
き
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
」と
「
大
学
」に
よ
る
「
官
学
連
携
」
に
つ

い
て
、
現
場
ル
ポ
・
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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「
大
学
は
都
市
と
と
も
に
あ
り 

　

都
市
は
大
学
と
と
も
に
あ
り
」

　

大
阪
市
立
大
学
の
ル
ー
ツ
は
１
８
８
０

（
明
治　

）年
に
開
所
さ
れ
た
大
阪
商
業
講

１３

習
所
で
あ
り
、
現
在
の
大
学
の
前
身
大
阪

商
科
大
学
が
、
わ
が
国
初
の
市
立
大
学
と

し
て
創
設
さ
れ
た
の
は
１
９
２
８
（
昭
和

３
）
年
で
あ
る
。
大
学
創
設
に
際
し
て
、

当
時
の 
関  
一 
大
阪
市
長
は
、「
大
学
は
都

せ
き 
は
じ
め

市
と
と
も
に
あ
り
、
都
市
は
大
学
と
と
も

に
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。
そ
の
関
市
長
の

思
い
は
、　

年
後
の
今
、「
都
市
型
総
合
大

８０

学
」
を
め
ざ
す
大
阪
市
立
大
学
の
教
育
・

研
究
の
大
綱
と
し
て
連
綿
と
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
現
在
の
大
阪
市
立
大
学
は
８
学

部
・
大
学
院　

研
究
科
、
学
生
数
７
１
２

１０

７
人
、
大
学
院
生
２
０
３
８
人
、
教
員
７

３
２
人
、
職
員
１
３
３
０
人
と
、
公
立
大

学
で
は
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

　
 
金  
児 

か
ね 

こ 
曉
嗣 
学
長
に
、
大
学
の
経
営
方
針

さ
と
る

を
聞
い
た
。

―
―
地
域
貢
献
こ
そ
公
立
大
学
の
使
命
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
。

　
「
こ
の
と
こ
ろ
国
立
大
学
も
、
私
立
大

学
も
、
こ
ぞ
っ
て
地
域
貢
献
を
打
ち
出

し
、
自
治
体
と
の
包
括
協
定
を
結
ぶ
動
き

が
盛
ん
で
す
。
地
域
の
活
性
化
や
再
生
の

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
大
学
が
切

磋
琢
磨
し
て
協
力
す
る
こ
と
は
地
域
に

と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
本
学
の

場
合
は
大
阪
市
立
の
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い

都
市
型
総
合
大
学
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」

―
―
「
都
市
型
総
合
大
学
」
と
は
？

　
「
一
言
で
言
い
ま
す
と
、
国
立
大
学
の

コ
ピ
ー
で
な
い
大
学
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
阪
と
い
う
大
都
市
に
必
要
な
精
神
文
化

の
中
心
機
関
と
し
て
、
大
阪
を
背
景
と
し

大
阪
市
立
大
学
（
大
阪
市
住
吉
区
）
で
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
「
上
方
文
化
講
座
」
は
今
年
で

6
年
目
を
迎
え
た
。
大
阪
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
「
文
楽
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
文
楽
と
は
、
太

夫
が
語
り
、
三
味
線
弾
き
が
演
奏
し
、
人
形
遣
い
が
人
形
を
操
る
三
業
が
一
体
と
な
っ
た
人
形
浄

瑠
璃
の
形
で
あ
る
。
2
0
0
3
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
。
上
方

文
化
講
座
は
0
4
年
9
月
に
始
ま
り
、『
曾
根
崎
心
中
』
を
題
材
に
開
催
。
今
年
は
『
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
六
段
目
』
で
8
月　

日
か
ら
三
日
間
、
開
催
さ
れ
た
。
文
学
部
の
正
規
の
授
業
科
目
を
、

２６

大
阪
市
民
の
み
な
ら
ず
、
広
く
全
国
に
開
放
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

（
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
萩
原
誠
）

金児曉嗣・大阪市立大学 学長
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た
学
問
の
創
造
、
大
阪
の
市
民
と
生
活
に

密
着
し
た
大
学
運
営
を
め
ざ
す
も
の
で

す
」

―
―
具
体
的
な
活
動
は
？

　
「
大
都
市
大
阪
は
今
、
大
き
な
変
わ
り

目
に
あ
り
ま
す
。
本
学
は
そ
の
大
阪
の
再

生
と
創
造
に
寄
与
す
る
大
学
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
２
０
０
７
年

に
『
大
阪
市
と
の
新
時
代
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
議
会
』
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
双
方
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
情
報
共

有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
の
連
携
を
検
討
推
進
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
本
学
は
大
都
市
の
抱
え
る
諸

問
題
へ
対
応
す
る
た
め
に
、
す
で
に
『
都

市
研
究
プ
ラ
ザ
』
や
『
複
合
先
端
研
究
機

構
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
後
者
は
理
系

の
研
究
科
を
横
断
し
た
研
究
組
織
で
、
た

と
え
ば
都
市
圏
の
環
境
再
生
に
向
け
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
・
生
態
系
の
循
環
・
活

用
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
」

―
―
「
上
方
文
化
講
座
」
の
開
講
も
そ
の

一
環
で
す
か
？

　
「
そ
う
で
す
。
地
域
住
民
の
方
々
に
高

等
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
学
が
市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
民
の

誇
り
で
あ
る
大
学
に
な
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。
０
７
年
か
ら

『
桂
春
団
治
一
門
に
よ
る「
大
阪
落
語
へ
の

招
待
」』と
い
う
講
座
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
桂
春
団
治
さ
ん
が
、
た
ま
た
ま
本
学

の
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

て
こ
の
講
座
は
実
現
し
ま
し
た
」

　

都
市
の
伝
統
文
化
研
究
を 

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

大
阪
市
立
大
学
の
上
方
文
化
講
座
は
、

大
阪
の
地
に
歴
史
的
に 
育 
ま
れ
た
文
化
で

は
ぐ
く

あ
る
伝
統
芸
能
「
文
楽
」
を
、
文
学
部
の

特
別
授
業
科
目
と
し
て
、
学
問
的
体
系
の

も
と
に
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
『
曾
根
崎
心
中
』（
０
４
年
）、『
国

性
爺
合
戦
』（
０
５
年
）、『
冥
途
の
飛
脚
』

（
０
６
年
）、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
０
７

年
）、『
義
経
千
本
桜
』（
０
８
年
）
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
今
年
度
は
『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

上
方
文
化
講
座
は
、
当
代
浄
瑠
璃
研
究

【関連サイト】
●大阪市立大学
http://www.osaka-cu.ac.jp/
●大阪市立大学文学部特別授業「上方文化講座」
http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/lit/lect/kamigata/

「仮名手本忠臣蔵」を題材に文楽を学ぶ大阪市立大学「上方文化講座 2009」は、8月 26 日から 3日
間、同大学術情報総合センターで開かれた。竹本津駒大夫（太夫、上写真中）、鶴澤清介（三味線、
同右）、桐竹勘十郎（人形遣い、同左）の各氏と、日本近世文学や中国演劇などが専門の同大学文学
研究科の教員が講師となり、物語の解説や文楽の実演などが行われた。右写真は、受講中の様子

■授業期間
2009 年 8月 26 日～ 8月 28 日（9時 30 分～ 16 時）
■講師
～文楽技芸員～
竹本津駒大夫（太夫）
鶴澤清介（三味線）
桐竹勘十郎（人形遣い）
～文学研究科教員～
久堀裕朗 （日本近世文学）
塚田孝 （日本近世史）
松浦恆雄 （中国演劇）
小田中章浩（フランス演劇）
丹羽哲也 （日本語文法）
小林直樹 （日本中世文学）
■授業内容
（8月 26 日）
赤穂義士劇の系譜（久堀）

『仮名手本忠臣蔵』解説（久堀）
切腹の文学史（小林）
近世大坂の芝居と身分社会（塚田）
（8月 27 日）
『仮名手本忠臣蔵』〔六段目〕講読（久堀）
浄瑠璃の言語（丹羽）
『仮名手本忠臣蔵』――太夫・三味線の芸（津駒大
夫・清介）
『仮名手本忠臣蔵』――太夫・三味線・人形の芸（津
駒大夫・清介・勘十郎）
（8月 28 日）
フランス人が真似た日本の文楽（小田中）
伍子胥から見た中国の復讐物語（松浦）
桐竹勘十郎師に聞く――実演をまじえて（勘十郎）
文楽の至芸――太夫・三味線・人形、三業一体の舞
台（津駒大夫・清介・勘十郎）

「上方文化講座」2009『仮名手本忠臣蔵六段目』カリキュラム
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の
第
一
人
者
で
あ
る
阪
口
弘
之
大
阪
市
立

大
学
名
誉
教
授
に
よ
っ
て
基
盤
が
つ
く
ら

れ
、
現
在
は
新
進
気
鋭
の
近
世
文
学
・
浄
瑠

璃
研
究
者
で
あ
る
久
堀
裕
朗
准
教
授
に
浄

瑠
璃
研
究
の
灯
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
公
開
講
座
に
は
い
く
つ
か
特
色
が

あ
る
。

　

一
つ
は
、「
人
類
共
通
の
無
形
遺
産
」
の

伝
承
を
担
う
当
代
超
一
流
の
文
楽
技
芸
員

で
あ
る
竹
本
津
駒
大
夫
（
太
夫
）、
鶴
澤
清

介
（
三
味
線
）、
桐
竹
勘
十
郎
（
人
形
遣
い
）

の
三
師
を
学
外
非
常
勤
講
師
と
し
て
迎

え
、
一
貫
し
て
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
実
演

と
と
も
に
伝
統
芸
能
の
奥
義
と
そ
の
心
を

語
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
文
学
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
分
野
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

そ
の
年
度
の
出
し
物
を
め
ぐ
っ
て
多
面
的

に
講
義
す
る
こ
と
。
今
年
度
の
講
義
で

は
、「
切
腹
の
文
学
史
」（
小
林
直
樹
教
授
・

国
文
学
）
や
「
浄
瑠
璃
の
言
語
」（
丹
羽
哲

也
教
授
・
国
語
学
）、「
近
世
大
坂
の
芝
居

と
身
分
社
会
」（
塚
田
孝
教
授
・
日
本
史

学
）、「
伍
子
胥
か
ら
見
た
中
国
の
復
讐
物

語
」（
松
浦
恆
雄
教
授
・
中
国
文
学
）、「
フ

ラ
ン
ス
人
が
真
似
た
日
本
の
文
楽
」（
小
田

中
章
浩
教
授
・
表
現
文
化
学
）
が
そ
れ
に

あ
た
る
。

　

三
つ
目
は
、
大
阪
生
ま
れ
の
文
楽
が

「
人
類
共
通
の
宝
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の

「
人
類
の
口
承
お
よ
び
無
形
遺
産
の
傑
作
」

に
選
ば
れ
た
普
遍
的
意
義
を
、
世
界
的
な

歴
史
的
芸
術
文
化
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け

る
か
と
い
う
研
究
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・

文
学
部
の
上
方
文
化
研
究
の
め
ざ
す
方
向

に
つ
い
て
、
文
学
研
究
科
長
の
村
田
正
博

教
授
は
、「
私
た
ち
は
大
阪
と
い
う
都
市
を

め
ぐ
る
文
化
の
総
体
を
上
方
文
化
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
文
学
部
・
文
学
研
究
科
に

は
『
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
』
と
い
う

組
織
が
あ
り
、
大
阪
と
い
う
地
を
中
心
に
、

上
海
・
北
京
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ロ
ン
ド
ン
・

バ
ン
コ
ク
・
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
比
較
都
市
研
究
、

文
化
資
源
論
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
都
市
に

関
す
る
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
現
代
文
化

論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
融
合
を
目
指
し
た
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

大
阪
と
い
う
都
市
に
育
ま
れ
た
文
化
の

代
表
「
文
楽
」
を
通
し
て
、
世
界
や
人
類

の
真
実
に
つ
な
が
る
普
遍
の
問
題
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
学
生
や
市
民
に
提
供
し
た

い
と
い
う
の
が
、
こ
の
講
座
の
ね
ら
い
で

あ
る
。

　
「
文
楽
は
、や
っ
ぱ
り 

　

大
阪
の
も
ん
！
」

　

上
方
文
化
講
座
、
最
終
日
恒
例
の
「
文

楽
の
至
芸
」出
演
前
の
あ
わ
た
だ
し
い
中
、

竹
本
津
駒
大
夫
、
鶴
澤
清
介
、
桐
竹
勘
十

郎
の
三
師
に
聞
い
た
。

―
―
こ
の
講
座
が
６
回
も
続
い
て
き
た
理

由
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
「
は
じ
め
は
２
、
３
回
で
終
わ
る
と

思
っ
て
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
先
生
方
の

熱
意
に
引
き
ず
ら
れ
て
今
日
ま
で
来
て
し

も
う
た
と
い
う
の
が
ほ
ん
ま
の
と
こ
で

す
。
も
う
来
年
の
話
も
出
て
ま
す
し
、
４

年
後
は　

周
年
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
ま

１０

で
お
付
き
合
い
せ
ん
と
い
か
ん
の
か
な
ぁ

と
は
思
う
て
ま
す
」

―
―
現
在
の
講
座
の
や
り
方
に
要
望
は
ご

ざ
い
ま
す
か
？

　
「
い
ま
の
会
場
で
は
狭
い
の
で
、
市
民

の
希
望
者
で
抽
選
に
外
れ
た
方
か
ら
（
私

ど
も
に
ま
で
）
ず
い
ぶ
ん
ク
レ
ー
ム
が
き

ま
す
。
も
っ
と
広
い
会
場
で
や
れ
た
ら

な
ぁ
と
思
う
て
ま
す
」

―
―
こ
の
講
座
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
「（
文
楽
と
い
う
）文
化
は
、（
浄
瑠
璃
を
）

聴
く
方
も
勉
強
し
て
も
ら
わ
な
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
耳
を
文
楽
に
慣
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。
文
楽
は
江
戸
時
代
版
の
娯
楽

な
ん
で
す
。
難
し
く
考
え
ん
と
、
先
の
な

が
ー
い
、
学
び
ご
と
と
思
っ
て
も
ろ
た
ら

い
い
ん
で
す
。
学
生
さ
ん
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
こ
の
講
座
を
通
じ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
文
楽
に
興
味
を
持
っ
て
も
ろ
う

て
、
劇
場
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
劇

場
の
雰
囲
気
は
そ
り
ゃ
違
い
ま
す
」

―
―
こ
の
公
開
講
座
を
東
京
で
開
催
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
「
文
楽
は
や
っ
ぱ
り
大
阪
の
も
ん
で
す

ね
ん
。
東
京
で
大
学
主
催
の
文
楽
公
開
講

座
を
や
っ
た
ら
、
専
門
家
の
学
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す

ね
。
江
戸
時
代
か
ら
文
楽
は
大
阪
が
本
場

と
決
ま
っ
て
ま
す
」

　
「
期
待
以
上
の
勉
強
が
で
き
た
」 

　

受
講
生
か
ら
の
声

　

今
年
度
の
社
会
人
の
受
講
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
。　

人
全
員
に
回
答
し
て
も

９３

ら
っ
た
。「
文
楽
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
」

と
「
自
己
啓
発
の
た
め
」
が
、
応
募
の
動

機
の
大
半
を
占
め
る
。
年
々
受
講
希
望
者

が
増
え
て
受
講
は
抽
選
で
決
ま
る
。
今
年

の
倍
率
は
３
倍
強
だ
と
い
う
。
大
阪
市
民

以
外
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
の
で
、
今

回
の
受
講
生
は
大
阪
市
民　

人
、
大
阪
府

３３

な
ど
近
畿
圏　

人
、
関
東
ほ
か　

人
と
い

３８

２２

う
構
成
で
、
う
ち　

人
が
東
京
都
か
ら
の

１１

参
加
。
男
性
と
女
性
の
比
率
は
１
対
２
で

あ
る
。

　

多
く
の
受
講
生
が
、
講
義
内
容
が
期
待

以
上
で
、
文
楽
へ
の
興
味
が
一
段
と
高

ま
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
一
部
を
紹
介
す

る
と
―
―

「
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
び
っ
く
り
。

文
楽
鑑
賞
の
た
め
に
、
少
し
で
も
多
く
の

知
識
を
得
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
の
勉
強
が
で
き
満
足
し
て

い
ま
す
」（
大
阪
市
／
女
性
）

「
勉
強
す
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ

く
楽
し
い
と
い
う
、
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
東
京
都
／
女
性
）

「
授
業
の
質
が
高
く
文
楽
を
多
角
的
に
知

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
特
に
技
芸

員
の
話
を
聞
く
機
会
が
少
な
い
の
で
大
変

お
も
し
ろ
く
、
圧
倒
さ
れ
た
」（
大
阪
市
／

大阪市住吉区にある大阪市立大学・杉本キャンパス



21 広報● 2009.10

男
性
）

「
他
の
大
学
の
講
座
も
い
く
つ
か
受
講
し

て
い
る
が
こ
の
上
方
講
座
は
ダ
ン
ト
ツ
に

す
ば
ら
し
い
！
会
場
も
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

い
る
」（
京
都
府
／
女
性
）

「
大
阪
人
に
と
っ
て
の
文
楽
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
技
芸
員
の
方
々
の

説
明
も
ツ
ボ
に
は
ま
っ
て
お
り
、
間
近
で

演
技
が
見
れ
る
の
で
、
ま
た
公
演
を
見
た

く
な
っ
た
」（
大
阪
市
／
男
性
）

「
上
方
文
化
に
興
味
と
関
心
を
持
ち
、
教

養
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
を
知
っ
た
だ
け
で
も
有
意
義
で
し
た
」

（
広
島
県
／
女
性
）

　

市
民
受
講
生
の
真
剣
さ
が 

　

学
生
た
ち
の
刺
激
に
も

　

開
設
当
初
か
ら
こ
の
講
座
の
企
画
委
員

長
を
務
め
る
小
林
直
樹
教
授
に
聞
い
た
。

―
―
こ
の
講
座
が
６
年
も
続
い
て
い
る
理

由
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
「
三
人
の
技
芸
員
の
皆
様
の
熱
意
の
お

か
げ
で
す
。
ご
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
講
座
の
日
程
を
最

優
先
に
決
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

―
―
こ
れ
ま
で
市
民
の
受
講
生
は
ど
う
変

化
し
て
き
ま
し
た
か
？

　
「
最
初
の
こ
ろ
は
熟
年
世
代
の
受
講
生

の
方
が
大
半
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
、　
３０

代
か
ら　

代
の
女
性
が
増
え
て
き
た
の
が

４０

特
徴
で
す
。
ま
た
、
近
畿
圏
以
外
か
ら
の

応
募
も
増
加
し
て
い
ま
す
」

―
―
こ
の
講
座
の
Ｐ
Ｒ
は
？

　
「
２
０
０
７
年
３
月
の
外
部
評
価
報
告
書

で
、
地
域
貢
献
の
あ
り
方
と
し
て
、
こ
の
講

座
が
高
く
評
価
さ
れ
て
か
ら
学
内
の
目
も

好
意
的
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
ず
か

で
す
が
Ｐ
Ｒ
予
算
も
つ
く
よ
う
に
な
り
、

講
座
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
製
し
て
、
文
楽

劇
場
や
東
京
の
国
立
劇
場
に
置
い
て
い
た

だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
０
７
年
か
ら

受
講
希
望
者
が
急
増
し
ま
し
た
」

―
―
学
生
の
受
講
生
も
増
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
第
一
回
目
は　

数
人
だ
っ
た
の
が
、

２０

次
第
に
増
え
、
今
年
度
は　

人
以
上
に

５０

な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
受
講
生
の
真
剣
さ

が
学
生
た
ち
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
す
」

―
―
こ
の
講
座
を
再
現
し
た
書
籍
が
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
講
座
の
内
容
を
広
く
学
外
に
向
け
て

発
信
す
る
た
め
で
す
。
２
０
０
６
年
に

『
曾
根
崎
心
中
』
を
出
版
し
、
こ
の
ほ
ど
二

冊
目
の
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
を
上
梓
し

ま
し
た
。
研
究
者
に
も
一
般
の
文
楽
フ
ァ

ン
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
本
を
通
し
て
、
全

国
の
方
々
に
講
座
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
文
楽
の
聖
地
、
大
阪
の
国
立
文
楽

劇
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
も
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」

―
―
こ
の
講
座
の
こ
れ
か
ら
は
？

　
「
来
年
は
『
一
谷
嫩
軍
記
』
を
取
り
上
げ

ま
す
。
や
が
て
迎
え
る　

周
年
に
は
、
記

１０

念
の
企
画
を
検
討
中
で
す
。
出
版
事
業
も

継
続
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
」

　

広
く
社
会
に 

　

開
か
れ
た
大
学
を

　

地
域
の
文
化
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
経
済
と
文
化
は
表
裏
一

体
の
も
の
で
あ
る
。
大
阪
は
江
戸
時
代
に

〝
天
下
の
台
所
〞
と
い
わ
れ
、
日
本
の
経

済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
北
前
船
や
樽
廻

船
が
、
大
坂
と
松
前
や
江
戸
と
の
物
資
の

輸
送
に
活
躍
し
、
米
、
昆
布
、
菜
種
、
清

酒
な
ど
の
取
引
に
よ
っ
て
大
坂
を
日
本
一

の
商
業
都
市
に
押
し
上
げ
て
い
た
。
そ
の

経
済
の
隆
盛
が
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
代

表
さ
れ
る
上
方
文
化
を
誕
生
さ
せ
、
発
展

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　

世
紀
の
今
、
文
化
や
芸
術
か
ら
大
阪

２１
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
大
阪
市
立
大
学
の
上
方
文

化
講
座
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
受
講

し
て
い
る
あ
る
大
阪
市
民
は
、「
大
阪
市
民

と
し
て
、
市
立
大
学
が
市
民
に
も
広
く
開

か
れ
た
も
の
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

よ
う
な
大
学
の
授
業
に
学
生
と
と
も
に
一

般
人
が
参
加
す
る
と
い
う
形
は
、
私
に
は
、

レ
ベ
ル
の
差
を
感
じ
つ
つ
も
よ
い
刺
激
で

し
た
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
る
。

　

大
阪
市
民
は
も
と
よ
り
、
学
問
に
関
心

を
持
つ
人
々
を
受
け
入
れ
る
、
大
阪
市
立

大
学
の
日
本
の
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
公
開
授

業
の
試
み
は
、
大
学
の
地
域
貢
献
の
モ
デ

ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。

はぎわら・まこと／ 1945 年鹿児島県生まれ。67年帝人株式会社入社。マーケティング部長、広報部長、調
査役などを歴任。2003 年退社。広報部長時代に培った企業広報ノウハウを活用して、企業のほか、自治体、
大学などに関する広報アドバイザーとして活躍する。日本広報学会会員、日本経営倫理学会会員、静岡県東
京事務所広報アドバイザー、日本原子力学会会員。著書に『広報力が会社を救う』（毎日新聞社）。

小林直樹・文学研究科教授（上
方文化講座企画委員長）

「上方文化講座」の成果をまとめた「曾根崎心中」（2006
年刊）と「菅原伝授手習鑑」（2009 年刊）。大阪市立大
学文学研究科「上方文化講座」企画委員会編、和泉書
院・定価 2,100 円。下は、大阪市立大学文学部特別授
業「上方文化講座」のホームページ
http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/lit/lect/kamigata/


